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【対象部位詳細】

<改善前>

<改善後>

駐車ブレーキワイヤと固縛部品が接触するケースが発生。

固縛部品を対策品と交換し、固縛部品と駐車ブレーキフイヤの間隔を確保する。

【基準不適合の内容】
センタブレーキ式駐車ブレーキ仕様の脱着装置付コンテナ専用車において、脱着装置を車体フレー
ムに固定するために使用する固縛部品 (フ レーム潰れ防止材)と駐車ブレーキフイヤの間隔が不適
切なものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、固縛部品と駐車ブレーキワイヤが
接触することで駐車ブレーキワイヤが損傷し、最悪の場合、駐車ブレーキワイヤが切れるととも
に、駐車ブレーキが利かなくなるおそれがある。

【改善の内容】
全車両、固縛部品を対策品と交換し、固縛部品と駐車ブレーキワイヤの間隔を確保する。
また、駐車ブレーキワイヤを点検し、損傷のあるものは新品と交換する。

【識別方法】

改善実施済車には、運転者席側 ドア開口部の ドアロックス トライカ付近に、No.3134の ステッ
カを貝占付する。

不適合対象部位
:―

改 善 前 改 善 後

接触部

ワイヤ
ブレーキ

固縛部品

A―A断面讃

上A

隙間確保

土B

謙

B




